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八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポート 平成２９年１１月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいま

すようお願いいたします。

　

八戸市を活動拠点とし、 日本フットボールリーグ （ＪＦＬ） で活躍しているサッカー

チーム 「ヴァンラーレ八戸」 のホーム最終戦が、１１月 １２日 （日）、 八戸市のダイハツ

スタジアム （八戸市多賀多目的運動場） で開催されます。
また、 このホーム最終戦が、２０１７シーズンのラストゲームです。
Ｊ３昇格を目指すヴァンラーレ八戸は、現在、年間通算順位 ５位に付けており、Ｊ３
昇格条件の４位以内まであと順位１つです。

　

さらに、Ｊ３昇格条件のもう１つが、 ホームゲーム平均入場者数２，０００人です。
１１月 ５日 （日） に行われたホーム戦では、２，９６５人のサポーターの応援で勝利に結

びつくことができました。

　

目標まであと１，１６９人です。
八戸市からＪリーグのチームが誕生するには、 みなさまの熱い応援が必要です。
ぜひ、 みなさまの応援、 よろしくお願いいたします。

圏ヴァンラ し八戸
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職業、役職、住所などに変更がある場合は、八戸市東京事務所までお知らせくださ
いますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所

〒１０２‐００９３ 東京都千代田区平河町２－４－２ 全国都市会館５階
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し平成２９年１０月の八戸市内での出来事鞄
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八戸市に関連する情報をお届けします。

【行政１

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

　

（１） 市博物館

　

八戸のコメと歴史を紹介する「米‐育てる・食べるｏ祈る－」特別展開催

　

（２） ブックセンターで企画展

　

「暮しの手帖」創刊 花森さん、大橋さんの人物像紹介

　

（３） 五輪メダリスト伊調馨選手に「八戸市スポーツ大使」委嘱
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八戸南部氏庭園 秋の開園
ヨップを都内に

　

２０２０年めどに市が計画

【産業１
記事 概要
（６） 南郷地区でワイン用ブドウ初収穫
（７） 八戸港スルメイが魚

　

３年連続不漁か

（８） ユニバース 北インター工業団地の総菜工場を本格稼動

（９） 高卒予定者就職面談会 「売り手市場」参加者最少（９）

　

高卒予定者就職面談会 「売り手市場」参加者最少

【地域】

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１０） 「光の施工例］ンテスト」 みちのく庭園（八戸）の橋本さんがグランプリ大賞

（１１） 安藤昌益資料館

　

１０月で開館８周年

（１２） 島守の虚空蔵水車復活

　

新そば祭りで「ゃがらそば」提供
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（１０） 「光の施工例］ンテスト」 みちのく庭園（八戸）の橋本さんがグラン リ大賞

（１１） 安藤昌益資料館

　

１０月で開館８周年

（１２） 島守の虚空蔵水車復活

　

新そば祭りで「ゃ力でらそば」提供

（１３） 米に流れ着し、た厳島神社の笠木 新たなっな力でり育む

（１４） ］Ｒ八戸線

　

１２月２日から新型車両で運転開始

（１５） アマチュア無線愛好家

　

市制８８周年を国内外にＰＲ

（１６） 階上岳５０００回登頂

　

八戸市の中居さん快挙

【文化ｏスポーツ】

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１７） 〕３昇格へ観客確保急務

　

～ヴァンラーレ

　

応援に来て！～

（１８） バトントワーリング世界大会

　

八戸市の菊池綾乃さん力で入賞

（１９） 喜多郎さん×坂本サトルさんのジョイント］ンサート開催

（２０） 寺の本堂でジャズライブ 「小中野音楽祭ｉｎ常現寺」１１月に開催

２１

　

剣道段位八戸審査会で親子３入力で同時昇段

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１７） 〕３昇格へ観客確保急務

　

～ヴァンラーレ

　

応援に来て！～

（１８） バトントワーリング世界大会

　

八戸市の菊池綾乃さん力で入賞

（１９） 喜多郎さん×坂本サトルさんのジョイント］ンサート開催
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記事 概 要

　　　　　　　　　　　

、

（１）

市博物館

　

八戸のコメと歴史を紹介する「米ー育てるｏ食べるｏ祈る一」特別展開催

八戸市博物館で１０月７日、市制施行８８周年記念特別展「米－育てるｏ食べる・祈る－」が始まっ

た。８８歳を「米寿」と呼ぶように、「米」の字を分解すると「八十八」になることから企画。展示資料数
も８８点にそろえた。弥生時代の初めから現代まで、日本人に欠かせないコメと八戸の長い関わりを
網羅した展示となっている。開館時間は午前９時～午後５時。入館料は一般３００円、高校ｏ大学

生１５０円、小中学生５０円。市内小中学生と８８歳の人は無料。１１月１２日まで。

（２）

生活家庭雑誌「美しい暮しの手帖」（後の「暮しの手帖」）を創刊した、花森安治と大橋鍵子の二
人にスポットを当てた企画展が、八戸ブックセンターで開かれている。花森は、同誌の初代編集長
で、大橋はＮＨＫ連続テレビ小説「とと姉ちゃん」の主人公のモデルにもなっている。同展は、暮しの手

帖社の協力の下、一人の人物像を紹介するパネルに加え、著作や実際に使用された中っり広告な
ども展示してし、る。入場無料。１１月２６日まで。

（３）

八戸市は１０月２０日、本年度創設した「市スポーツ大使」として、五輪女子個人種目で史上初の４
連覇を成し遂げだしス－」ングの伊調馨選手に委嘱状を交付した。スポーツ大使制度は、市を拠点と
するスポーツチームやトップアスリートを通して、市の魅力をＰＲしてイメージアップを図るとともに、市民

の郷土への愛着を白ぴ目的で設立された。任期は２０１９年３月末まで。大使として今後、市内の学

校で講演、講座などを行う予定。伊調選手は「自分にできることを全力でやる」と述べ、地域スポーツ

を盛り上げていくことを誓った。

（４）

八戸南部氏庭園

　

秋の開園

藩政時代の園芸技術を今日に伝える八戸市売市の八戸南部氏庭園で、秋の開園が１０月２０日
～２３日開催された。同園は、八戸藩が南部，一， 公を第９代藩主として養子に迎えたことをきっかけ

に造られた。石を船や橋に見立てるなど、水を使わず川や海を表現する枯山水様式で、松やツツジ、
モミジとし、った草木が数多くある。２００５年から毎年春と秋に開園し、これまでに４万８千人以上が訪

れた。初日は開園とともに多くの人が訪れ、色づき始めた木々を眺めながら歴史に思し、をはせてし、

た。

（５）

八戸圏域アンテナショップを都内に

　

２０２０年めどに市が計画

八戸市は１０月２０日、市と近隣町村の物産販売や観光；三顧売長の拠点となるアンテナショップを
２０２０年をめどに東京都内に開設する考えを明らかにした。アンテナショップの開設は初めてで、八戸
圏域の食ブランドを生かした広域連携事業の一環。首都圏の住民や都内を訪れる国内外の観光
客をターゲットに、地元食品などの物品販売をはじめ、Ｕｏｌｏｊターンや企業誘致、産学連携の拠

点としての機能を想定する。本年度、立地場所や売り上げ見込みなどを調査し、来年度から具体
的内容の検討に着手する。



（１０）

《八戸》⑩橋本さんが

　

ヲ》誹り大賞

を務める橋本卓さん（３４）が設計、施工した住宅の外装

照明が、ガーデニング関連製品の製造などを手掛ける「タカショー」（和歌山県海南市）主催の「第

８回光の施工例コンテスト」でグランプリ大賞を受賞した。同コンテストは、一般家庭の庭や玄関前の

照明の美しさと技術などを競し、合い、今年は１２０作品がｉ次審査を通過。展示会に来場した一般
“９月に順位が決定した。橋本さんは、担当した八戸駅付近に立地
「美しい夜を創る」と題し、豊かな緑をテーマに照明を融合させた。東

ヒの企業が最高賞を取るのは初めて。

記事 概要

（６）

本年度が市場デビューとなる八戸ワインの醸造に向け、南郷地区で、生産者がワイン用ブドウの初

収穫に取り組んでいる。市によると、南郷地区ではこれまでに２６品種約７４００本のワイン用ぶどうが

植えられ、今年は約４トンの収穫を見込む。昨年は試験醸造のみだったため、販売に向けた収穫は

初となる。市内のワイナリーなどで醸造され、年末のスパークリングワインを皮切りに順次、発売される

見通しである。

（７）

八戸港のスルメイカ漁は３年連続の不漁となる公算が大きくなった。八戸市水産事務所が１０月１１

日に発表した水揚げ統計によると、今シーズンの９月までの水揚げ実績は、記録的な不漁だった前

年を１割ほど下回る水準で推移。近海を漁場とする大中型巻き網船、小型イカ釣り船の不調が響

いており、
．水産関係者は「覚悟はしていたが、ここまでひどいとは…」と落胆する。価格も依然として高

止まりしており、加工など関連産業への影響が懸念される。

（８）

誕＝異幽ス

　

北イ》夕醐工業団地の総藁工場を本櫓稼働

北東北でスーパーを展開するユニバース（八戸市） は、八戸北インター工業団地に新設した総菜

工場「ユニバース八戸デリカセンター」を本格稼動させ、１０月１６日から全５７店舗でセンク 製造の

総菜を販売している。総米工場の開設は同社にとって初めて。店舗数の増加や商圏の拡大を踏ま

え、総菜に対する消費者ニーズの高まりに対応した。当面は４０品目を作るが、将来的には製造量

を増やしながら１００品目に拡大する方針。稼働開始に伴い、新たに従業員ｉｏｌ人を雇用した。

（９）

高卒予定者就職面談金『売り手市場」参顔者最少

八戸、三沢、野辺地の各公共職業安定所などは１０月２６日、八戸ノフザアーバンホールで来年３

月卒業予定の高校３年生を対象とした就職面談ｏ面接会を開いた。参加生徒は八戸市内の８校

計２８人で過去最少。全国的な人手不足で生徒優位の「売り手市場」が続し、てし、ることを背景に、
企業の求人活動が早まって内定者が増えてし、るためとみられる。八戸職安によると８月末現在、管

内の新規高卒予定者で就職を希望しているのは７８３人。八戸管内を希望する４７９人に対し、求

人数は１３００人で、求人倍率は乙７軒音に上る。



（１１）

安藤国益資料館

　

１０月で開館８周年

八日町の「安藤昌益資料館」が開館し、１０月で８周年を迎えた 昌益は現在の秋田県大館市出
身。江戸時代の八戸で医師を務める傍ら、「自然真菖道」などの著書に思想をまとめ、農業を中心
とした差別のなし、社会が理想であると説し、た。思想に共感し足を運ぶファンは県外客が大半で地元

での知名度アップが課題だったが、最近は授業などで地元小中学生が訪れる機会が増えつつある。
１１月１８日には天聖寺で恒例のフォーラムも予定しており、館長は「地域の文化資源を見詰め直す
には格好の人物。積極的に資料館お舌用して」と呼び掛けてし、る。

（１２）

島寺の盛馨臓水車復活

　

新そば祭りで「継がちそば』提供

破損して２０１５年から使用できなし、状態が続いていた南郷島守の通称ｏ虚空蔵水車の修復が終わ
り１０月１０日、現地で安全祈願祭が行われた。地元では水車でひいたそばを「ゃがらそば」と呼んで
独特の風味を売りにしてきた。破損した後も、イベントの来場者にゃがらそばを楽しんでもらおうと、他
地域の協力を得て水車を借りたり、人力で石臼をひいた粉を混ぜたりして、ここ２年の新そば祭りをし

のいできた。２２、２９日に新そば祭りが開催され、地元関係者は「久々に地元のやがらそばが提供で
きた」と喜んでいた。

（１３）

米に流れ着いた厳島神社の笠束 新たなフ鞍がり青む

東日本大震災の津波で流失した厳島神社の鳥居の笠木が、新たなつながりをつくった。笠木を発
見した米国人女性の姉、ケイト・オールバーグさんらが１０月２５日、市立大久喜小を訪問した。当

時、流れ着し、た笠木を発見した才－ルバーグさんの妹が、日本旅行専門のツアープランナーをしてい

た姉に相談し、震災で日本から流れ着いたのではなし、か－という話になり、その後の神社への返還に

つながった。今回オールバーグさんら米国人のツアー各計ｉ２人が来八。同校での交流会で児童と－

緒に日本の伝統的な遊びを体験するなどして親睦を深めた。

（１４）

］．Ｒ東日本は、八戸線 （八戸－久慈間） に導入される新型の気動車 （ディーゼルカー）「キ八Ｅ

１３０系５００代」の運転を、１２月２日に開始すると発表した。新型車両の一番列車は八戸駅
午前１０時７分発、久慈行きの下り列車。初日は下り３本、上り２本の計５本を運行する。現在運行
中の車両「キ八４０系」は来年３月までに順次、新型車両に置き換える。

（１５）

アマチュア無線愛好家

　

市制８８周年を国内外にＰＲ

八戸市の市制施行８８周年を無線でＰＲしようと、市内のアマチュア無線愛好家らでつくる「ＢｅＦ図
アマチュア無線クラブ」の会員６人が６～９月の４カ月間、特別記念局のコールサインを運用して国内

外の１２００人と交信した。同クラブは、総務省東方柊台藩÷，「

　

申請し、８８周年の意味を込めた

期間限定の特別］－ルサイン「８ｊ７Ｈ８８Ｙ」の免許交付を受けた。交信Ｌさえ人に対しては記

念に、八戸三社大祭の山車の写真が載った交信証明書を贈った。

（１６）

階上岳５０００回登頂

　

八戸市の中居さん快挙

八戸市の中居秀雄さん（７０）が１０月２８日、階上岳（標高７３９，６メートル）の登頂５千回を達成

した。中居さんは会社を退職後、友人に誘われて２０００年８月２１日から階上岳の登山を開始。最
高で年間３４６回登ったこともあり、出会った人やコースなどを細かく記録に残している。２８日は、午前

８時４０分ごろに登山口を出発。紅葉を楽しみながら登り、同１０時半に頂上に着し能。山頂では登
山仲間が中居さんにケーキを渡し、ノンアルコールビールで乾杯、喜びを分かち合った。



記事 概要

（１７）

』３昇格ハ，
鯛偲

　

卿』獅

　

～リア》ラーレ

　

応援に寮て＝～

日本フットボールリーグ（］ＦＬ）に所属し、］３昇格を目指すヴァンラーレ八戸が、〕入りの条件の一つ

である「ホーム戦の平均観客数２千人以上」の達成に腐心している。残るホーム戦３試合
（１０／２２、１１／５、１１／１２）で６４９９人 （１試合平均２１６６人） が必要で、楽観視できない状況

にある。成績でも昇格ぎりぎりの戦いが続いており、クラブ側は目温かい応援が選手の力になる」と多く

の来場を呼び掛けている。

（１８）

賭トントワＥリ》ダ世界大会

　

八戸市の菊池綾邪さんが入賞

八戸市の「バトンチームＡｒｉｅｓ」の菊池綾乃さん（２７）が、ク□アチアで開かれたバトントワーリングの世

界大会「第９回ＷＢＴＦインターナショナルカップ」で７位に入賞した。大会には１９カ国が参加。菊池さ
んは技術面と芸術面の両方を競う種目「アーティスティックトワール」の、２２歳以上の約２０人が出場
した女子アダルトふ，Ｊし副 書「．，

　

ンた。菊池さんは初めての世界の舞台に、「夢だった世界大会で

入賞を果たすことができた。会場の雰囲気も温かく、幸せな時間だった」と充実した表１青で振り返っ
た。

（１９）

一幽伽もん×坂本サトルきんのジョイントコンサート開催日〃－【

グラミー賞受賞者の喜多郎さんと、南部町出身のシンガー。ソングライター坂本サトルさんのジョイント

コンサート「未来への祈り ＶＯＬｏｌ」が１０月２１日、八戸市公会堂で開かれた。今回の］ンサートは、
地域を代表するお祭りにしてし、きたい－との思いから、伝統芸能を織り交ぜたステージに。法霊神楽

で幕開けし、喜多郎さんは代表曲などを披露。坂本さんは南部手踊りの小柴肇子社中、日計えん
ぶり組と共演しながら熱唱した。青森県南地方の伝統声能などとコラボレーションした幻想的な舞台
が、大勢の観客を魅了した。

（２０）

寺の本堂でジャズライブ

　

閥も中野音楽祭＝ｎ常現寺』１１月に開催

寺の本堂を会場に、ジャズを中心とした音楽ライブが楽しめる「小中野音楽祭ｉｎ常現寺」が１１月１２
日、八戸市小中野６丁目の常現寺で初めて開かれる。世界的ジャズピアニストのデビッドｏマシユーズ
さんや、八戸、外ズ楽団のキッズ団員らが出演する。小中野に拠点を置く左比代虎舞も登場し、ジャ
ズ演奏とコラボレーションする。時間は午後２～４時半。料金は大人千円、中高生５００円、ノ』＼学生

以下無料。

（２１）

剣道段位八戸審萱金で親子③人が同時馬職

９月３日に南郷体育館で行われた「剣道段位八戸番萱会」で、高館剣道少年隊の坂田あつ子さん

（４６）が初段、次女の葉桜さん（１４）が二段、長女の泉水さん（１６）が三段にそれぞれ昇段した。審
査会は県内で年に数回行われ、今回の八戸審査会では県南地方を中心に１９８人が挑戦。段位
が上がるほど必要修行年数は延びていくため、３人が同時昇段するのは珍しい。そんな中、学科、実

技、決められた形を決める日本剣道形の試験を、３人は普段の稽古で培った実力で見事突破し
た。
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方 言 キ ム 謡キー－－

八戸都市圏８市町村による移住トークイベント

「半 都 半 邑（はんとはんゅう）の 楽 し さ」

振り返れば、糸吉婚も移住も、 決め手はいつも 「人」 だった。

青森県南・太平洋側に位置する八戸都市圏（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・階上町・新郷村・おいら
せ町）。 この地域に暮らす 「人の魅力」 にフォーカスした移住トークイベント「半都半邑の楽しさ」 を東京・移住
交流情報ガーデンにて開催します。 いつもとはちょっと違う視点から、 青森の暮らしに触れられるイベントです。
お誘いあわせのうえ、 ぜひお気軽にご参加ください。

平成２９年１１月２６日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

旧

第一部１３：３０～１５：３０／第二部１５：３０～１６＝３０（受付１３：ｏｏ～）

会場：移住 ｏ 交 流 情 報 ガ ー デ ン
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（東京都中央区京橋一丁目ｌｑ６越前屋ビル１階）

　　　　　　　　　

，

　　

詳 細 は

参加費：無料
主催：八戸圏域連携中枢都市圏

裏面へ！

＜お申込み・お問合せ〉

　

八戸市

　

総合政策部

　

広報統計課

　

シティプロモーション推進室

　　　　

□

　　

。

電話：０１７８‐４３‐２３２０

　

ＦＡＸ：０１７８‐４７‐１４８５

　

りｕ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒ－．ｉｐ 申込フォーム



当日のプログラム 【予定１

＜第一部＞１３時半～１５時半
①８市町村によるＰＲタイム

②大喜利的トークセッション

　

　　　　　　　　　　　　　

　　　

、

　　

－

　　

１

　　　

－

　

、

　　

ｒ

　　　　

′流

　　　

、 ｒ

　

，ぐ

移住の先輩＆移住担当者が真剣勝負！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑨移住した人！

　

したい人！

　

して欲しい人！ごちゃまぜ座談会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜第二部＞１５時半～１６時半
④もうちょっと話したい！交流会

　　　　　　　　　
「青森」 をキーワードに集まった同士、 自由に交流を深める時間です。
※移住担当者と 個別相談ももちろん。 耐 炉 圏域就職相談ブー も出展します 嗣 タ舌 くだれ、。

〕

　

　　　　　　　　　

　

　

申し込みについて

本イベントは当日参加も可能ですが、 できるだけ事前にお申込みをいただくようご協力をお願いします。

　

圃た料靴面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
申込先：右のＱＲコードから申し込みフォームヘアクセスいただくか、 八戸市総合政策部広報統計課
シティプロモーション推進室までご連絡ください。
ＴＥＬ／０１７８－４３－２３２０

　

ＦＡＸ／０１７８－４７－１４８５

　

Ｅ‐ｍａｉ１／ｉｉｕ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒ１．」ｐ 申込フォーム

一躍議そＵ靴音躍ゅ話法驚き半都半邑（はんとはんゆう）＝ 「半分都会、 半分田舎」 のライフスタイル。
寒さ厳しい北国のぼっこりした暮らしを体感してみませんか？

移住相談窓口のご案内

八戸圏域連携中枢都市圏を構成する八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・階上町・新郷村．おいらせ町の８市町村の
移住・定住に関する各種相談をお受けいたします。定住支援制度や住居や就職、生活環境など移住へ向けたお悩み、８市町
村について知りたいことなど、 お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先／
〒０３１－８６８６

　

青森県八戸市内丸１－１－１ 八戸市総合政策部広報統計課 シティプロモーション推進室
ＴＥＬ／０１７８一４３‐２３２０

　

ＦＡＸ／０１７８‐４７‐１４８５

　

Ｅ‐ｍａｉ１／ｉｉｕ＠ｃｆｔｙ，ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒ－．」ｐ

移住コーディネータ による相談受付日時／
月・水・金 （祝日．年末年始は除く）８時１５分から１７時まで

　

※業務の都合により不在にする場合があります。

１申込書

　　　　　　　　

１

氏名

年齢

職業

電話番号

メ ールア ドレス
※主にメールでのご連絡となりますので、普段使って
いるものをお知らせください。

現在お住まいの地域
（例：東京都世田谷区）

出身地
（例：青森県八戸市｝

ご参加の動機、 知りたいことなど

※ご提供頂いた個人情報については、 本イベントに関するご連絡、 移住関連情報のご案内等にのみ利用させていただきます。


